
一般財団法人肥料経済研究所

ー事業案内とWeb会員募集ー



研究所の概要と体制
●概 要
１．法人設立年月日:昭和33年（1958年）12月9日

財団法人肥料経済研究所設立
※平成25年 新公益法人制度への移行に伴い
一般財団法人肥料経済研究所に移行

２．沿革:本研究所は昭和33年12月、加里肥料輸入に
伴って生じた剰余金を広く農業の発展に活用
するため、関係者が発起人となり、農林大臣
の認可を得てその剰余金を基金として設立さ
れました。

３．目的:本研究所は、肥料の流通及び消費の合理化
並びに肥料品質管理能力の向上に関する調査、
研究及び普及、並びに肥料の安定供給確保に
向けた事業活動を行う事業者への助成金の交
付業務等を行うことにより、農業生産の向上
と肥料の需給の安定に寄与することを目的と
する。

●体 制
１．評議員会:評議員（８名）
２．理事会 :理事（９名）、監事（２名）
３．賛助会員:２０社
４．研究所 :理事⾧、専務理事、常務理事、

職員（２名） 計５名
（他 委託調査員 ３名）

一般財団法人肥料経済研究所評議員・役員名簿（あいうえお順）
（令和7年6月27日現在）

役 職 氏 名 （勤務先及び役職）
評 議 員 木村 武 （一般社団法人日本土壌肥料学会常務理事）
評 議 員 熊坂 準三 （全農グリーンリソース㈱代表取締役社⾧）
評 議 員 中村 浩彰 （住友商事㈱アグリ事業アジア・大洋州ユニット⾧）
評 議 員 成田 知右 （全国農業協同組合連合会耕種資材部次⾧）
評 議 員 成田 幸男 （日本肥料アンモニア協会事務局⾧）
評 議 員 藤本 潔 （公益社団法人農林水産・食品産業技術振興協会理事⾧）
評 議 員 山森 章二 （一般社団法人全国肥料商連合会会⾧）
評 議 員 吉田 圭 （ジェイカムアグリ㈱営業統括本部⾧）

理 事⾧（常勤） 春日健二
専務理事（常勤） 加藤和久
常務理事（常勤） 門永章宏
理 事（非常勤） 鎌田 一成（小野田化学工業㈱営業部⾧）
理 事（非常勤） 轟 武彦（朝日アグリア㈱経営管理部⾧）
理 事（非常勤） 原田 幸弘（エムシー・ファーティコム㈱執行役員営業本部 ⾧）
理 事（非常勤） 本多 浩之（富士見工業㈱有機農業本部東日本営業部統括部⾧）
理 事（非常勤） 矢守 宏光（片倉コープアグリ㈱肥料本部肥料業務部⾧）
理 事（非常勤） 吉永 浩（セントラル化成㈱常務取締役肥料営業部⾧）

監 事（非常勤） 天野 雅猛 （公益財団法人日本肥糧検定協会理事⾧）
監 事（非常勤） 佐藤 真由美（全国農業協同組合連合会耕種資材部総合課⾧）



令和７年度 事業計画

 ｢肥料時報｣の編集発行事業
講演会及び肥料経済研究会の開催事業
肥料品質管理に関する事業
肥料の安定供給確保支援に関する事業
ホームページコンテンツによる情報提供事業
全国炭酸カルシウム肥料協会業務受託事業



｢肥料時報｣の編集発行事業
 国内外の農業・農政の動向、肥料
の需給や価格動向、肥料の国際情
勢等に関する最新情報を肥料関係
業界の方々に提供するために、肥
料時報を年３回編集発行していま
す。

 併せて、会員及び一般の方々へ肥
料等に係る情報を提供するために
令和２年よりホームページの充実
と新規にＷｅｂ会員の募集を開始
しました。



講演会及び肥料経済研究会の開催事業
 農政の動向、地域農業の動向、施肥改善問題、環境問
題、農業関連産業の動向、国際穀物需給の動向等は、
肥料の需給動向に影響を及ぼす重要な事項であり、そ
れらをテーマとした講演会及び研究会を各々年１回ず
つ開催しています。



肥料品質管理に関する事業

令和元年度から肥料品質管理に関する事業を実施しています。令和元年度から肥料品質管理に関する事業を実施しています。
具体的には国内肥料製造・流通関係者を対象とした肥料関係
法令等の情報提供や相談窓口対応、および研修会を開催し肥
料業界全体の品質管理機能強化につなげます。



令和元年度 肥料品質管理研修会
 目的:肥料関連法令・品質管理の基礎知識、現場から見た課題と対応策につ

いて全国２所で研修会を開催。
 日時・場所 ※2会場で120名参加
（１）令和2年2月18日（火）:東京会場（都内千代田区）
（２）令和2年2月21日（金）:大阪会場（大阪ＪＡビル）

 カリキュラム
●肥料関係法令の基礎知識
●肥料制度の見直しについて
●立ち入り検査、肥料の分析方法等
●肥料品質管理の基礎知識
・ISO9001を活用したマネジメント・肥料製造における品質管理の実際

●肥料製造・流通現場からみた課題と対応策（複合肥料・堆肥）



令和２年度 肥料品質管理研修会
 第1回 ※計130名参加
（１）令和2年8月26日（水）:Ｗｅｂオンライン方式
（２）令和2年9月 3日（木）: 〃 追加録画開催

 カリキュラム
●肥料制度のみなし内容について
●新たな肥料の配合ルール等について
●表示ルールの見直しについて
●公定規格の見直しについて
●原料帳簿について

 第2回 ※計50名参加
●令和2年12月18日（金）Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム
●配合規制の見直し、表示の見直しについて

－事前質問に対する回答と12月施行内容のポイント説明―
●原料管理制度の導入、公定規格の見直し

－第1回研修会（8月26日）以降の追加事項説明－



令和３年度 肥料品質管理研修会
 第1回:令和3年9月17日（金）:Ｗｅｂオンライン方式 ※計77名参加
 カリキュラム
●JAグループの肥料取引先品質管理調査の概要について
●令和２年度研修会Ｑ＆Ａについて
●新たな配合ルール、表示ルールの見直しについて
●普通肥料の公定規格の改正、原料管理制度と帳簿の添え付け

 第２回:令和3年12月17（39名）、12月24日（64名）、令和4年1月21日（77名）、
1月28日（54名）計4回のＷＥＢオンライン方式 ※累計234名参加

 カリキュラム
●公定規格変更に伴う表示ルールの見直しと原料帳簿
第１回（12/17）対象メーカー:１次生産（原料メーカー）
第２回（12/24）対象メーカー:２次生産（配合メーカー）

●配合ルール変更に伴う表示ルール・登録の見直しと原料帳簿
第３回（1/21） 対象メーカー:指定配合・化成肥料
第４回（1/28） 対象メーカー:土改材・特殊肥料



令和４年度 肥料品質管理研修会
 第1回（初任者向け） ※計92名参加
●令和4年9月28日（水） Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム
●土壌の基礎知識
●肥料と土壌改良資材の基礎知識
●肥料法の概要
－肥料の品質の確保等に関する法律－

 第2回（中堅者向け） ※計94名参加
●令和5年2月中下旬開催予定 Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム
●肥料法について
●立ち入り検査、肥料の分析方法等について
●品目別肥料品質管理手法の実際
●品質向上のための標準化について

令和５年度 肥料品質管理研修会
 第1回（初任者向け） ※計101名参加
●令和５年9月26日（火） Ｗｅｂオンライン方

式
 カリキュラム
●作物栄養の基礎知識
●肥料と土壌改良資材の基礎知識
●肥料法の概要 ●土壌の基礎知識

 第2回（法令編） ※134名参加
●令和５年12月15日（金） Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム
●肥料法をめぐる最新の情報
●肥料の登録手続きについて
●指定混合肥料制度について
●保証票の作成、保証票以外の表示等について



令和６年度 肥料品質管理研修会
 第1回（初任者向け） ※計133名参加
●令和6年10月3日（木） Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム
（１）作物栄養の基礎知識
（２）肥料・土壌改良資材の基礎知識
（３）肥料法の概要

－肥料の品質の確保等に関する法律－
（４）土壌の基礎知識

 第2回（中堅者向け） ※計97名参加

●令和6年12月13日（金） Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム

（１）肥料法について

（２）法律改正後の肥料制度の動向について

（３）肉骨粉の肥料利用について

（４）品目別肥料品質管理手法の実際（動画上映）

（５）全農における品質向上のための標準化について



令和７年度 肥料品質管理研修会
 第1回 作物栄養、土壌、肥料の基礎知識(初任者向け)
●令和7年10月15日（水）Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム
●作物栄養の基礎知識
●土壌の基礎知識
●肥料・土壌改良資材の基礎知識

 第2回 肥料関係法令研修(初任者～中堅者向け)
●令和7年11月開催予定 Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム（予定）
●肥料法の概要
●肥料関連法の概要
●肥料の登録手続きについて(FAMIC)
●保証票その他の表示について

 第3回 肥料品質管理研修(中堅者向け)
●令和7年12月開催予定 Ｗｅｂオンライン方式

 カリキュラム（予定）
●肥料品質管理手法の実際
●肥料事業者のための自主管理マニュアルについて
●全農における肥料品質管理の取組

令和７年度は3回に分けて開催
します。①初任者、②法令（初
任・中堅共に）、③中堅者



肥料の安定供給確保支援に関する事業



会 員 規 約



会員とコンテンツの概要

 会 員
●メルマガ会員（無料）
●Ｗｅｂ個人会員（有料: 6,600円／年）
●Ｗｅｂ法人会員（有料:66,000円／年）

 コンテンツ
●メルマガ連載シリーズ
●肥料時報ＰＤＦ閲覧（有料会員限定）
●講演・研修会動画 （ダイジェスト版・法人会員詳細版）
●肥料経済研究会動画 （ 〃 ）
●肥料時報トピックス動画（ 〃 ）
●ＷＥＢ講座動画配信 （ 〃 ）
●質問・相談対応（有料会員限定）



有料会員になると
コンテンツ以外に

講演会、研修会の参加
費が割引になるよ!



研究所ＨＰトップページの
「メルマガ登録はこちら」
ボタンを押すと
http://www.hi-kei-ken.jp/

この画面に登録して、メルマガ
会員からスタートしよう!



研究所ＨＰトップページ右上の
「ログイン」ボタンを押すと
http://www.hi-kei-ken.jp/

右の「会員ページログイン」画面
に入ることができるよ!

ＩＤ、パスワードを入力してログ
インしたら、各会員（メルマガ、
ｗeb個人、ｗeb法人）のトップ
ページに入ることが出来るよ!



メルマガ会員は
①「ＷＥＢ講座閲覧ダイジェスト」
②「講演会閲覧ダイジェスト」
③「研修会閲覧ダイジェスト」
④「肥料経済研究会ダイジェスト」
⑤「肥料時報トピックスダイジェスト」
⑥メルマガ連載シリーズ
「土と肥料と私よもやま話」
「化学肥料考、その外面、内面」
「肥料あれこれ『肥料の来た道帰る道』」
「『土づくりと土壌診断』の話し」

の６つのコンテンツを利用することができまるよ!



肥料経済研究所 メールマガジン配信!

・
・
・

・
・
・

メルマガ連載シリーズ
1回
「クレームと品質事故」
2回
「品質事故とクレーム」
3回
「品質事故発生時業務プロセ
ス」
等々、これまでの連載内容は
メルマガ会員用コンテンで見
ることができるよ!

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
肥料経済研究所 メールマガジン 第123号 ＜2025.8.20＞
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

甲子園も残すこところ準決勝・決勝となり、8月も終盤を迎えます。子供達は夏休
みを名残惜しそうに数え、地方によっては新学期を迎えるところもあるようです。
山の日付近からの雨も乞われていたとはいえ、局所的に降られ災害にいたることも
あり、降っても照っても心落ち着かないものがあります。秋という言葉を聞くよう
になり、新米が出始めました。実り豊かな秋を願いましょう。
さて、第123号の配信を致します。

━＜今回のトピックス＞
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
★研究所だより:
Ⅰ 令和7年度 第1回肥料品質管理研修会（初任者向け） 開催案内
Ⅱ 令和6年度調査 国内未利用肥料資源調査成果発表会の開催について
★連載:こばやしくんが語る肥料クレーム学
№１４:品質問題各論７(粉問題の撲滅を目指して)
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
━━
★研究所だより:
Ⅰ 令和7年度 第1回肥料品質管理研修会（初任者向け） 開催案内
今年度は10月15日（水）の午後に開催します。
昨年度までは、初任者向け（10月）、中堅者向け（12月）として2回の設定として
おりましたが、今年度は第１回 初任者向け（10/15）、第2回 法令関係（11月予
定）、第３回 中堅者向け（12月予定）とした3回を計画しております。

１．名 称:令和7年度 第１回 肥料品質管理研修会（初任者向け）
－Ｗｅｂオンライン研修会―

２．目 的:肥料業界全体の品質管理機能強化に資するために、初任担当者向けに

メルマガでは「こばやしくんが語る肥料クレーム学」
を連載中

★連載:こばやしくんが語る肥料クレーム学
№１４:品質問題各論７(粉問題の撲滅を目指して)

前回は肥料の粉の問題を取り扱った。今回はこの問題をもう少し深掘り
してみる。
まず、肥料の粉には、元々肥料に含まれる粉(先天的)と、ハンドリングや
散布時などに発生する粉(後天的)に大別される。
先天的な粉には、前号でお話しした肥料原料由来の粉に加えて、肥料製
造中に篩い切れずに肥料に残留した粉や、肥料を製造する際に使用する
粉状の固結防止材も含まれる。
これらの解消のためには、それぞれの発生源によって対策は異なってく
るが、共通するのは、工程上の最終篩の徹底である。過去の経験では、
粉のクレームで工場の最終篩の網目が破れていたことに遭遇することが
ある。この解消には、日常の装置点検によって篩の網の点検や定期的な
掃除、篩の性能に製品の流量を調和させるなどを検討する必要がある。
発生源に目を移すと、まずバインダーによって粉状の肥料原料を造粒す
る場合では、バインダーの量が不足している、あるいは肥料原料との投
入量のバランスが崩れたケースに遭遇した。これはコンベアスケールな
どの導入による原料流量のコントロールや、熟練を要する造粒工程を担
当する作業者の習熟度を上げることが対策となる。
また、固結防止材が原因となることがある。一般的には一定量までは静
電引力によってしっかりと付着するが、多く付着させる場合はオイル等
により付着促進を図る必要がある。このなかでクレームにつながりやす
いのは、何らかの理由により肥料への付着量が過大となり、剥離しやす
い状態になったときである。

















メルマガ会員が
有料の個人会員に登録する
場合は、ホームページ内の
このフォームに入力して
ね!



web個人会員は
メルマガ会員の６つのコンテンツに
⑦「肥料時報バックナンバー」
⑧「質問・相談コーナー」
の２つが追加されるよ!

さらに、講演会、研修会の参加費が
３割引きになる特典があることも忘
れないでね!



過去のバックナンバー
も含めて
「肥料時報」の内容を
ダウンロードして閲覧
できるよ!



法令、流通、製造、品質管理、肥培
管理、土づくり、その他のキーワー
ドを選択して質問、相談して下さい
ね!

1回/月、10 回/年を上限にWeb上で
質問・相談が出来ます。





法人会員は、
代表者を含めて
５名までＩＤ登録でき
ます!



web法人会員は
web個人会員の８つのコンテンツに
⑨「WEB講座閲覧」
⑩「講演会閲覧」
⑪「研修会閲覧」
⑫「肥料経済研究会閲覧」
⑬「肥料時報トピックス閲覧」
が追加されるよ!

さらに、講演会、研修会の参加費が２名まで半
額になる特典があることも忘れないでね!



会社内、お客様
対象の研修会な
どに活用して下
さいね!



会社内、お客様対象の研修会などに
活用して下さいね!
講演会はその年のタイムリーな話題
について勉強できるよ!



会社内、お客様対象の研修会などに
活用して下さいね!
「研修会」では法律、製造、品質管
理、施肥技術まで幅広く勉強できる
よ!
現在は、肥料品質管理を中心に企画
してま－す!



会社内、お客様対象の研修会などに
活用して下さいね!
研究会のテーマは、土壌肥料分野

の専門性の高い内容が多いけど、会
社の技術担当の方を対象に最新の情
報を勉強して下さいね。



会社内、お客様対象の研修会などに
活用して下さいね!
肥料時報に掲載したトピックスの

情報を動画編集しました。その時々
のトピック（話題）を知ることが出
来て勉強になりますよ。



まずはメルマガ会員へのご登録を
よろしくお願いいたします!

http://www.hi-kei-ken.jp/
検索肥料経済研究所

連絡先：㇐般財団法人 肥料経済研究所 門永、内海
TEL．03（5297）5696、FAX．03（5297）5697
E-mail：info@hi-kei-ken.jp 
HP：http://www.hi-kei-ken.jp


